
利用しやすい商店街共通駐車券のシステム再構築に向けた調査事業

秋　田　商　工　会　議　所

【事業名と実施年度】

平成14年度 駐車対策事業 ・商店街共通駐車券事業

・商店街共通駐車券のシステム再構築調査事業

総事業費 5,102千円

【事 業 実 施 内 容】

１．背景

中心市街地の空洞化による

「まちの賑わい」の再生は全

国共通の課題となっており、

秋田市においても中心性が著

しく喪失し、県都の顔の再生

が官民共通の課題となってい

る。

このような現状を踏まえ、

秋田商工会議所では、秋田市

中心市街地の空洞化や、無料

駐車場のある郊外店への消費

者の流出などによる中心市街

地の衰退に歯止めをかけるた

め、平成９年12月より商店街

共通駐車券事業を実施してき

た。平成13年10月には駅前の

大型店２店が加盟し、中心市

街地６商店街エリアの86店、
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機関名

所在地

電話番号

地域概要

事業の対象となる
商店街の概要

商店街の類型

秋田商工会議所

秋田県秋田市旭北錦町１－47

０１８－８６６－６６７９

（1）管内人口 31万８千人

（1）商店街数 12商店街
（法人格６）

（3）空店舗率 －　％

（2）管内商店街数 33商店街

（2）会員数 約700商店

（4）大型店空き店舗数 －　店

1．超広域型商店街　2．広域型商店街　3．地域型商店街　4．近隣型商店街

システム再構築事業エリア（「秋田市中心市街地
共通駐車券システム再構築事業実施報告書」より）



15駐車場の加盟、年間200万枚の利用実績を示すまでの事業となった。

しかし、さらなる消費者の利便性の向上と、商店街および個店の商業活性化を図るために、利

用地域エリアを６商店街エリアから12商店街エリアへ拡大し、また、現行システム商店街組織分

布図（システム再構築エリア）では対応できない自動精算式駐車場への対応を可能とするための、

本事業のシステム再構築を行うこととなった。

平成14年度では共通駐車券システムに関する調査を行い、実施は平成15年度以降となった。
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共通駐車券事業の現行のシステム体系



２．事業内容

（１）事業内容

１）駐車場の実態に関するアンケート調査

時間貸し駐車場の現行システム運用実態（駐車場規模、利用状況、料金精算方法、機械

式駐車場の機器など）について把握をするために、アンケート調査を実施した。

・調査時期：平成14年10月22日～10月30日

・調査方法：郵送、および、聞き取りによる

・調査対象：現加盟の６商店街エリアと新たに対象とする６商店街エリアの43ヶ所

２）先進事例調査（金沢市）

先進地である金沢市の共通駐車券システムについての視察・調査を行った。当県システ

ムと比較検討する課題等が抽出された。

３）秋田市における新しい駐車システムの開発

前項の２つの調査結果を踏まえ、システムの問題点・課題について、当駐車券事業運営

委員会において専門家を交えて新システム構築についての議論を行った結果、２通りの新

システム（案）について示された。

①現行のシステムの問題点と課題

・紙製の駐車サービス券を使用していること

・事後精算方式であること

・駐車場側の精算金額が定価どおりであること

・加盟店側の支払いが割引ではなく割り増しであること

・駐車サービスが、提供を受けた当日限りのものであること

②２通りの新システム案との比較

次の２通りの新システム案が示された。

・原則的方式：すべての加盟店が、駐車サービス券を事前に現金で購入し、個々の店特

有の情報をサービス券に入れずに、使用する方法である。

・当日使用限定のオプションをつける場合：原則的方式の枠組みのなかで、特に「当日

使用限定」を希望する店舗に対応できるオプションのことである。

③新システム移行への課題とスケジュール調整

開発にあたってのシステム設計、開発・設置費、助成制度など新システム移行への課

題とスケジュールを整理した。

【効 果】

（１）駐車場実態把握調査により、エリア内の収容台数や料金、当システムの認知度を把握す

ることができた。また、当システムに対する意見や要望が数多く寄せられ、再構築を進めて

いくうえでの資料として役立った。

（２）先進地調査（成功事例）により、他県システムの流れ、経緯などがわかり、再構築を進

めていくうえでの１つの案として役立った。

（３）運営委員会で、加盟店・加盟駐車場・商店街等、各々の意見・要望を聞くことができ、

再構築に向けての検討課題についての抽出ができた。
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【課 題 ・ 反 省 点】

新システムへ移行をするために生じる、加盟店・加盟駐車場に係る金銭面でのある程度明確な

金額の提示が必要であると思われる。

平成９年に事業を実施してから現在まで、当日お買上げ頂いたお客に対して当日分サービスを

提供するという理由から、駐車サービス券は当日限定で行っているため、それを排除することに

ついての合意が得られなかった。

示された課題等について、運営委員会・加盟駐車場・加盟店・商店街・駐車場機械メーカーな

どと協議を重ね、合意形成を図りながらシステムの再構築に向けて検討していく予定である。
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現行システムと新システム（案）の比較一覧表



【教 訓】

（１）商店街の共通駐車券事業として実施をする場合、商店街内にある大型小売店舗の加盟に

ついての協議・検討が必要である。

（２）駐車サービス券の利用可能期間について「その日のみ」か「無制限」なのかを、事業に

係る全ての関係機関に合意形成を得ることが重要だと思われる。

（３）関係する加盟店・加盟駐車場などに係る経費については、ある程度明確性のあるものが

必要である。

【関 連 Ｕ Ｒ Ｌ】

秋田商工会議所　　http://www.akitacci.or.jp/
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加盟駐車場マップ


